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令和６年度第２回盛岡市緑のまちづくり会議  

会議録 【概要版】 

 

会議名 令和６年度第２回盛岡市緑のまちづくり会議 

開催日時 令和７年２月７日（金） 14:00～16:30 

 

 出 席 者                                  

氏 名 分  野 

大 瀧 英 知 欠 景観(総合設計研究所東北事務所長) 

金 沢  滋 欠 商工(岩手・木質バイオマス研究会顧問) 

木 村 敦 子 出 デザイン(岩手アートディレクターズクラブ会員) 

櫻 田 七 海 出 まちづくり（一般社団法人 P.A.R.K） 

佐々木 寿美子 出 商工観光(肴町商店街４S 会所属) 

島 田 直 明 出 学識経験者（岩手県立大学） 

中 村   正 出 環境(岩手県自然保護協会常務理事事務局長) 

広 田 純 一 出 学識経験者(岩手大学名誉教授) 

細 田 真理子 欠 公園活用実践経験者 

滝 村 敏 道 出 公園管理者(都市整備部長) 

 

■事務局 

 公園みどり課：玉山課長、美濃部課長補佐、平山副主幹、吉田副主幹、青山副主幹 

村上主任、熊谷主任、鈴木主事 

  

 

一部非公開 



2 

 

 配 布 資 料                               

■会議次第 

■会議委員名簿 

■会議設置要領 

■議題説明資料 

資料１ PowerPoint スライド印刷資料 

資料２ 公園活性化プラン R6 報告書・R7 申請書 

資料 3 令和６年度アクションプラン一覧 

 議 事 録                                    

議事第１号 公園活性化プランの応募状況等について 

事務局より令和６年度に実施した承認事業（継続・８件）の報告と、令和７年度応募事業

（継続・５件）について説明があり、すべての応募事業において実施が承認された。 

なお、「盛岡どんぱ（高松公園・花火）」については、令和６年度の開催で４回目の実施と

なったため活性化プランの対象外ではあるが、実施にあたり課題が多いため、具体的な解決

策の提示を求めたうえで、公園みどり課で実施の可否判断することとした。実施状況につい

ては当会議で報告する。 

■承認内容 

 令和７年度実施の公園活性化プラン応募事業（５件） 

 (1) 子育て応援フリマルシェ（盛岡南地区公園） 

(2) 盛岡まちなか子どもキャンプ（高松公園） 

(3) IWATE COFFEE FESTIVAL 2025（盛岡城跡公園） 

(4) 盛岡楽縁祭（盛岡城跡公園） 

(5) TAKAMATSU FEEL CAMP（こがねパーク高松） 

■主な意見・質問等 

▶R6 実施報告・R7 申請について 

意見・質問 回答・対応等 

各承認イベントの実施に際し、問題はなか

ったか。 

▷子育てフリマルシェ 

・出店者の喫煙 

・公園の電源の無断使用 

→注意し、改善された。 

▷TAKAMATSU FEEL CAMP 

・熱い鍋の直置きによる芝生の焼け 

→主催者の呼び掛け、見回り等により 

減少。 
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意見・質問 回答・対応等 

（TAKAMATSU FEEL CAMP） 

トイレは不足しなかったか。夜間の安全は。 

既存のトイレで不足なし。 

公園の夜間利用者があったので、宿泊者の

安全確保について留意したい。 

（TAKAMATSU FEEL CAMP） 

報告書に「他のイベントでできて、（本 

イベントでは）できないものがあった」 

と記載があるがどういうことか。 

他のイベントで、ルールを守らない利用の

仕方があったもの。当該催事の主催者には

指導済み。TAKAMATSU FEEL CAMP 主

催者にも説明し、納得いただいた。 

 

▶公園活性化プラン全体について 

意見・質問 回答・対応等 

運営体制の確認のため、イベント従事者と

ボランティアを分けて書いてもらっては。 

 

申請書、報告書に項目として盛り込む。 

前回の課題と解決に向けた取り組みについ

て申請書・報告書に書いてもらっては。 

 

申請書、報告書に項目として盛り込む。 

継続実施の事業が多いので、１年目、２年目

で順調でも「大丈夫だろう」と承認するので

はなく、初回の課題が２年目、３年目もきち

んと見直されているか事務局で確認を徹底

していただきたい。 

 

承知した。 

 

▶盛岡どんぱについて 

意見・質問 回答・対応等 

主催者がルールを守らないのは、公園みど

り課の対応がルーズということ。厳しく受

け止めてほしい。 

公園みどり課としては、申請者の計画をな

るべく実行可能にさせるため、申請者に寄

り添って支援をしていた。 

公園を活用いただきたいことに変わりはな

いが、ルール守るように厳しさをもって徹

底して参りたい。 

３、４年開催してきて、実施条件や公園利用

ルールが守られていないのは問題。（特にラ

ンタンの不回収、花火のごみ問題など） 

ランタンについては、告知表現の修正を

度々依頼したが改善されず、他にも、申請

内容とは異なる使い方をしていた。事前の

指導と実施状況確認を徹底する。 
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意見・質問 回答・対応等 

活性化プランの審査から外れると、運営状

況のチェックが出来なくなるのでは。公園

みどり課には気を付けて許可審査をしてい

ただきたい。 

公園活性化プラン承認事業は、通常の貸出

しよりも許可の基準を緩和して許可してい

たが、盛岡どんぱについてはこの会議で審

査いただくよりも厳しい条件で、公園みど

り課がチェックする。 

また、R7 年度の実施状況についても報告す

る。 

開催予定日を野鳥の会とも相談して実施し

てほしい。 

 

主催者に伝え、対応いただく。 

今回は活性化プランの申請対象ではない

が、委員からの意見は伝えてほしい。 

 

主催者に伝え、対応いただく。 

 

 

議事第２号 第２次盛岡市緑の基本計画アクションプランの実施状況について 

事務局より、令和６年度の実施状況と令和７年度の取り組み予定について報告・説明し、

意見・質問・助言をいただいた。 

令和７年度は計画中間年であることから、中間評価を行う。（計画期間：R2～R12） 

■承認内容 

 令和６年度のアクションプラン実施状況 

令和７年度のアクションプラン取り組み予定 

■主な意見・質問等 

▶P.22 維持管理のための機材貸し出し 

  （事務局）事業検討の結果、安全面や運用面に大きな課題があることや、機材の貸し 

出しが公園維持管理の負担軽減に直接つながるものではないことが分かっ 

たため、次回改定時に事業自体を見直したい。 

意見・質問 回答・対応等 

企業に対して公園での地域貢献をただ

進めるのではなく、協力によって得られ

る CO2 削減量を数値で提示するなど、

企業の利になるような提案の仕方をし

てはどうか。（例：カーボンオフセット、

自然共生サイト） 

 

調査し、実施を検討する。 
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▶P.25 簡易的な公園予約手法の検討 

意見・質問 回答・対応等 

新規でこの事業に取り組むきっかけが

あったのか。 

手続きを簡略化しようと思って逆に大

変になるのではと懸念している。 

公園みどり課単独で取り組むのではな

く、市全体の DX 事業の中で扱った方

が良いのでは。 

 

市全体で DX（デジタルトランスフォーメ

ーション）に取り組む方針だが、相応の準

備が必要。 

AI などと活用しつつ、全庁の取り組みと

足並みを揃えて進めたい。 

公園予約に関して、市民からの要望な

どはあるか。 

・WEB 上で予約状況を確認したい 

・キャッシュレス決裁に対応してほしい  

・土日もコンビニ等で支払いが出来たら良い  

など。 

 

▶緑の基本計画・アクションプラン全般について 

意見・質問 回答・対応等 

全体の事業について、公園みどり課だけ

で抱え込まずに、緑のまちづくり会議や

ほかの会議等で議論してもらう方が良

い。外からの視点で気が付くこともあ

る。（都市公園ストックの再編など） 

他都市の事例から着眼点や発想を得つつ、

盛岡市民のニーズや専門的な見地からの助

言をこのような会議で頂戴し、反映させた

い。 

制度上の整理は市の方で行政案を固めつ

つ、新たな手法等を模索したい。 

 

第２次計画策定以前とは状況が大きく

変わり、これまでの公園の考え方での公

園整備や維持管理が成り立たなくなっ

ているので、かなり思い切って、大胆に

変えていってもいいのでは。市も忙しく

なっているので、できるだけ無駄なこと

を省き、省力化するような方向で事業の

見直しを。 

 

承知した。 
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報告事項① 盛岡城跡公園 芝生広場整備について 

現在、盛岡城跡公園多目的広場にあるトイレが老朽化しているが、史跡の範囲内である 

ことから建て替えが出来ないため、芝生広場内へ市が直営でトイレを整備することについ

て事務局より説明があり、次のような意見・質問をいただいた。 

■主な意見・質問 

意見・質問 回答・対応等 

サトウカエデとトーテムポールのほか

にも植樹した樹木や石碑がたくさんあ

るが、様々なことを調べ上げたうえ

で、サトウカエデ等を残す判断をした

のか。 

全体を調査したうえで、多面的・多角

的に判断すべき。 

 

P-PFI 事業を進めてきた中で、「シンボル

として親しまれているため、残していく」

という方針であったが、広場内の全てを記

念樹・石碑を調査はしていない。 

現段階では、石碑等をどうするか決まって

いないが、全体を調査したうえで保存等の

検討を進めたい。 

トイレについては女性の使い勝手を考

慮し、建物入口の向きを工夫するなど

デリカシー（利用者感情への繊細な配

慮）の面でもしっかりと計画してほし

い。 

 

承知した。 

ユリノキ（中津川沿い）について、大

木化したため間引くべきとの話題にな

るが、ユリノキを伐採してトイレを移

設するのは可能か。 

トイレ移設の候補地として検討した 

根がかなり密になっており、地下の状況が

不明なことから、トイレ設置後の建物や河

川の堤防への影響を考慮し、移設は難しい

と判断した。 

（ユリノキに関連して） 

高さがあるため、いずれ芯止めなど対

応が必要。トイレ整備とは別に対応を

検討しているか。 

 

お城の“視点場”（石垣がある地点からどう

見えるか）を考慮しながら、「盛岡城跡公園

植栽管理基本計画」に則って進めていく。 

トイレの実施設計は慎重に進めていた

だきたい。 

承知した。 
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報告事項② 公募設置管理制度（Park-PFI）における整備事業の状況について 

      盛岡市動物公園再生事業について 

※報告の内容に事業情報が含まれるため非公開 

 

そ の 他 委員の退任について 

中村委員が本日の会議をもって退任されることとなり、ご挨拶をいただいた。後任の委

員については未定。 

 

以上 


